



















学した米沢女子短期大学（以後、米短とも略して記す…布施註）における校風をめぐる議論とその確立という問題につい 、卒業生の北海道への教員就職と同窓会の北海道への支部設立、それらに対する大学側の支援という事例をつうじて検討する。校風とは「 の学校が特色とする気風」 『広辞苑』第三版には定義されている。通常、一定の歴史のあ 学校には が存在するものとみな 在学生や卒業生の行動や特色として対外的にも認識され学校の魅力や活力をうみだす要素ともなっている。　
米短は戦後に確立された短期大学という制度にもとづいて昭和

















の議論とその対外的確立 北海道 米短 教員や同窓会・教員となった卒業生、さらには北海道側 教育関係者らによるさまざまな社会的関係性のなかでみ れてくる。具体的には昭和三十一年の北海道冷害への援助活動および北海道研修旅行 実施、そして網走地方での卒業生の活躍と同窓会北海道支部設立などの事例を通してである。そして「北海道での教員としての奮闘と開拓精神」という校風が対外的に確立する。　
校風議論とその確立という経過を通じて、米短は自身の建学 理念


















英之助であった。四月十五日に入学式を、二十九日に開学式を挙行した。入学者は家政科一〇八名、 被服別科四九名の計一五七名であった。校舎は現在の米沢東高等学校の校舎を借用したものであった。開学準備があわただしかったこともありさまざまな問題 抱えていたが、学当初問題となったの 学長問題であった。　
これは学長の千喜良英之助が米沢興譲館高校と米沢東高校の校長を
つとめており、さらに米沢女子短大の学長を兼ねるのは無理なのではないかという米沢市議会での議論 戦後の新学制の混乱のなかで、新制高校は男女共学をとどこおりなく実現する め統合することで解決を図った。興譲館高校 校長であった千喜良がもともと高等女学校 ある東 の校長をつとめてい のも、昭和二十五年（一九五〇）四月一日に両校を統合することで男女共学を実現したことによる影響であった。昭和二十七年四月一日に両校は分離したが、分離以降も千喜良は両 の校長 兼任していた。　
四月二十四日の定例会一般質問においてある議員から「このたび各



































の指摘が出されたことは、家政科や被服別科が多忙であること、新設ゆえ 将来に対する不安が背景にあったことが理解できる。例えば昭和三十一年十二月の『同窓会誌』四号のなかで被服別科の学生は「私達被服別科 生活をふりかえってみると大変いそがしく勉強なり、仕事なりをしてきたと思う。 （中略…布施註）余りにも自分 仕事に追われていたせいか、学校側、生徒会側には関心を払 ていなかった」（三九頁）と授業に追われその他のことを考える暇がない日常生活を述べている。　
校風の形成を同窓会に求めていることは、同窓会誌への寄稿という








道冷害のニュースは米短にも大きく伝えられ同窓会と在学生によるさまざまな支援活動が実施された。同窓会は北海道に教員 して勤務する卒業生六〇名余に往復はがきで現地の様子を知らせてもらうとともに、自治会にもよびかけて御見舞金・米・学用品 ど 寄付品を集めた。そして、とくに状況のひどい学校一二校に御見舞金を さら そのうちの六校に米・学用品を加えて届けた。　
米短教員で開学以来学生部の要職をつとめた上村良作は 『同窓会誌』
五号（昭和三十二年九月） おいて北海道冷害に対する短大全体 援助活動について、 それを校風形成につな るものとして高く評価した。






















今日近頃では、 「米沢女子短期大学五周年記念」ということが、強く感じられるようになってきました。というのも、寄附を集めたり、新生徒会会長を中心に、多くの行事がそのもとに着々と計画されつゝあるから しょうか。創立後五年と云えば、この辺であたりにはゞかることなく、もっと伸び伸びと自主的に行動し、自己という位置を築いてもいゝ頃だと思います。多くの障害にぶつかるのは当然でしょうが。そして、 「校風」というものも生れてくることではないでしょうか。今 も「米沢女子短期大学」という気風はありますが、もっともっ 女子大学 して気品のある香りが、自然にたゞよってくるよ にしてゆきたいものです。それには周りの人々の学校に対する態度も必要ですが まず第一に、この大学に現在入っている私達の態度が問題だ 思います。大学に入って卒業した それ丈ではすま 大学生活の中に、生徒自身 よって作ら た雰囲気という のがあると思います。それが結局は「校風」ともなるの 在学中の私達一人一人が、女子学生として立派な態度 生活してゆ
－ 35 －
布施：米沢女子短期大学における校風議論とその形成






「大学」ということばの持つ何かしら魅力的な響きが、一種の憧れとなって入学したのでした。しかし入学して少なからずがっかりしたのでした。校舎も借りもの、設備も充分でな 、 （中略…布施註）こ ような私の前に、又学生全体が満足すべき 喜ぶべき事柄が現われたのです。それは待ちに待った新校舎落成と創設五周年記念行事です。 （中略…布施註） 「やっと大学らしくなった」とある学生は言っています。 （中略…布施註）五年間 過ぎ、ようやく米沢女子短期大学の価値が社会に認められようとしているのですから、 （中略…布施註）今迄私達 生は、あまりにも社会に対して自分（短大 であること を必要以上に卑下していた者が多かったように思われます。 短大 いうことばの持つ響きが （四年制大学と比べて）そうさせているのかも知れませんが、それ以上に社会一般の人々の考えが偏見的であっ はないかと思われるのです。それを打破するためにも学生一人々々が米沢女子短





あった。新しい設備と五周年という実績が学生 意識を「や と大学らしくなった」と自身の学校を大学 して自己肯定することを可能にした。そして「誇り 信とを持って進まなければならない」 前向きの雰囲気を形成させそれは「校風」の問題として把握 るようになった。　
この学生にすれば「校風」は、米短の短いながらも開学して五年と




といった現実を背景としたものであったが、北海道冷害への対処や五周年記念事業や校舎の整備など より学生のなかに先輩と有機的に結びつく意識や女子大学である 自負をともなう自己肯定意識が生れ、それが校風の発生意識となり、校風 学生自身 よりよいものに形作っていくべきと 議論に発展していったこ がわかる。　
設立当初という状況もあるが、古さというよりは同時進行形的な新











とよばれ（ 『同窓会誌』六、昭和三十三年八月、二七頁） 、 『同窓会誌』に の心境をさまざまに通信す とともに、 では米短卒業生の教員どうしで連絡を取り合っていた。　
昭和二十九年三月に家政科第一期生の卒
業生を送り出したが、そ ほとんどが教員として就職した（表１） 。特に注目されるのが北海道への就職であった 北海道は教員不足で本州にも積極的に教員の募集を行っていた。山形県にも山形出身 教員が募集に訪問している。こ ようななか、少
常勤 非常勤 本職 臨時 本職 臨時
山形 7 7 8 8 3 15 48 6 3 4 61
北海道 1 0 6 0 4 0 11 0 0 0 11
福島 0 0 4 0 4 0 8 0 0 0 8
神奈川 0 0 1 0 2 0 3 0 0 0 3
宮城 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1
東京 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3
計 8 7 19 8 14 15 71 6 5 5 87
『同窓会誌』創刊号、4頁より作成。





山形 89 2 91
北海道 27 0 27
福島 10 0 10
神奈川 3 0 3
宮城 1 0 1
その他 4 2 6
計 134 4 138
『同窓会誌　総会報告』6～7頁より作成。
米短家政科・国語科の就職状況
教員 学校職員 官公庁 会社・銀行 栄養士 社会保育施設 図書館 報道関係 その他
昭和28年度 103 8 95 71 1 6 10 6
昭和29年度 72 3 69 49 2 6 7 4
昭和30年度 106 8 98 83 1 10 3 1
昭和31年度 111 7 104 79 2 5 8 6 2
昭和32年度 134 6 128 77 5 10 20 9 3 1 2
昭和33年度 76 5 71 45 2 6 10 5 1 1 1
昭和34年度 97 17 80 42 4 10 20 1 2
昭和35年度 112 8 104 44 1 8 17 22 6 2 3
昭和36年度 166 17 149 61 4 6 33 22 10 4 3 6
977 79 898 551 18 51 125 44 63 11 7 6 15
米短被服別科の就職状況
教員 学校職員 官公庁 会社・銀行 栄養士 社会保育施設 図書館 報道関係 その他
昭和27年度 44 37 7 2 5
昭和28年度 19 14 5 5
昭和29年度 17 8 9 1 8
昭和30年度 22 11 11 1 1 9
昭和31年度 20 17 3 2 1
昭和32年度 7 5 2 1 3 1
昭和33年度 16 14 2 2 1
昭和34年度 19 13 6 1 5 1
昭和35年度 30 18 12 11 1 2
昭和36年度 36 30 6 5 4



















山形 東北5県 北海道 新潟 関東 他県 計
昭和27年度 170 2 1 0 0 0 173
昭和28年度 91 2 0 3 0 0 96
昭和29年度 104 15 1 16 2 1 139
昭和30年度 105 19 0 15 1 1 141
昭和31年度 100 28 2 12 1 2 145
昭和32年度 66 18 3 7 2 1 97
昭和33年度 86 28 9 4 2 1 130
昭和34年度 101 25 8 9 3 2 148
昭和35年度 130 35 17 17 3 3 205
昭和36年度
昭和37年度
計 1203 247 63 100 16 16 1645
卒業生数をもとにしている、昭和36年・37年度は在学生数をもとにしている。
『米沢女子短期大学十年史』40・41頁の表より作成。
昭和38年度 115 43 15 14 3 6 196
昭和39年度 86 45 14 11 4 2 162
昭和40年度 89 51 11 12 10 5 178
昭和41年度 73 64 9 9 11 6 172
昭和42年度 79 54 11 11 17 5 177
昭和43年度 96 46 3 4 12 2 163
昭和44年度 119 39 5 3 2 1 169
昭和45年度 103 35 7 5 10 2 162
昭和46年度 113 34 2 3 4 1 157
昭和47年度 101 47 3 2 6 1 160
昭和48年度 98 55 4 3 8 2 170
昭和49年度 117 42 2 7 2 0 170
昭和50年度 104 46 1 5 4 2 162
昭和51年度 97 65 4 2 5 1 174
昭和52年度 93 64 2 4 1 1 165
昭和53年度 103 40 2 3 6 1 155
昭和54年度 102 40 2 3 0 1 148
昭和55年度 94 65 0 4 1 1 165
昭和56年度 90 62 0 8 4 1 165





















だろうが、現実的には当時の女性の就職先として有力であ 教員になるためであり、山形や本州では競争があり正規採用になることは大変であっ が、北海道に渡れば正規採用の可能性が広がっていたためであるといえる。渡道して教員になった同級生達を「渡道組」とか「意を決して北海道のセンセイになった」とか「北海道にイッチャッタ」 （ 『同窓会誌』八 五三頁）と表現していることは、彼女らの渡が決して安定なもの して選択されたものでは く、後述する彼女らの手記にもみられるように不安のなか顔見知りもい い単独での渡道であったことを示している。　
その一方で表４のように昭和三十一年頃より北海道からの入学者も
増えてゆくが、これは北海道 の米短卒業生の教員としての活躍が目立つようになるにつれ北海道から入学するようになったと推測される。北海道出身者にはまた当時の彼女たち りの「内地への憧れ」があったのだが、北海道の高等教育機関の未整備 ど 影響もあり 米短への進学による教員資格取得という現実的 理由から米短を志望たと考えられる。　
彼女たちは米短で学び教員等として再び北海道へ戻っていった者も

























あった。短大の開設にあたり教員側は女性に教養をさずけるといった戦後の新しい教育 理念を念頭に強く抱いていた。しかし、実際に開学したら学生たちは教養だけでなく就職、特に教員での就職という明確な目的をも て入学してきたの あった。　
当初教員側は驚いていたがすぐにその動向を認め後押しするように
なる。上村と同じく開学以来学生部の要職を歴任した本名正吾は『同窓会誌』創刊号（昭和二十九年十二月）で次のよう 卒業生 語りかける。これは教員側の教員就職に対する最も早い認識を示す文章であると考えられ
卒業生の皆さんお元気ですか。二〇五名の皆様が職場に、家庭に各々理想を求めて、生活の確立に努力して居られることは頼もしい限りです。殊に第一期 家政科卒業生一〇四名中現在七十余名が主として教壇に立って活躍されていることは、本学の誕生 、時代の要求に適合せるものであり、そしてその発展の証左がこれであると些か自負する次第です。南は神奈川から北 北海道 オホーツク海岸まで、子供を相手 高い声を張りあげて教えて居られる、凛々しい姿を思い浮べては、一人悦に入ることがあります。どうか呉々も身体に気 つけて職務に精励して下さいそして来春の卒業生も教員志望が多いのですから、後輩 引き立てと指導のため御尽力下さい。 （四頁）
　
本名は教員希望者が多数のことに最も当惑した教員であったが、卒
業生の結果を受けとめ、教員就職を多数輩出したことが米短の「時代に適合」し「発展の証左」であるとまで指摘する。さらに来春卒業生までも視野に入れて教員就職を循環化してゆこうとする態度までみられる。本名がここでいう「時代の適合」 「発展の証左」とは、戦後の新時代における女性への教養教育だけ なく、女性への職業教育というもうひとつの戦後教育 理念の実現 いう意味で使用してい と考えられる。米短の役割をそ に積極的に見出そ としている本名の態度がうかがえる。　
その後戦後の混乱も徐々に収束してゆき教員就職もその採用の枠が














































代」教員として出ていた。教員採用試験の結果は望ましく く来年度もう一度がんばっ みようか 考えていた。 「これ やめて私に残るものは何 つとしてない です」 と自分には教員の かないとする。そして「この前北海道からの追加採用募集について御親切なおたよりをいただきました 「又北 方面からそんな話がある時は今度こそ受験してみようと思いますのでよろしく御連絡下さいますようお願い致します」と述べている。 （ 『同窓会誌』八 四九頁）　
卒業生にとっても有力な就職は教員であり、採用試験に失敗しても
再受験を考えており の場合北海道は最後の本採用を得るための手段であったことがわかる。そ ため の情報は重要 あり、情報を提供してくれる短大や同窓会の役割が重要視され いたことがうかがえる。　
注目されるのは、北海道の各教育関係の役所から、米短の同窓会を





漢文学の先生 いうよりは教員就職でお世話になった先生という感覚で認識していた。ある学生は昭和三十一年十二月 『同窓会誌』四号において「漢文学を通して我々に道徳教育をとく〳〵と説かれるのでこの時間は深く反省させられる。今 就職の問題や校舎増築の問題で忙がしく、今年からは当県も試験制度な で狭き門もますますとざされてしまう。その中に立って は色々とお骨折って下さるのには頭が上らない。授業時間に就職の話が出て来ないと何 なく物足りな感じだ」 （三二頁）と書いている。　
また別の学生は昭和三十五年（一九六〇）十一月の『同窓会誌』八
号において次のように記 ている。 北海道で教鞭をとっておられる方々にとっては特に思い出多い先生 お一人である。 （中略…布施註）就職については、一期生の頃から特に北海道への開拓は御心配いただきましたし今多くの同窓生の方々 、異郷 地で かりと根 おろし活躍しておられるのも先生 御努力の結晶 申さねばなりません」（五四頁）　
この記事は入院した本名をお見舞いした記事であるが、米短の学生







そこに米短の使命と発展の拠り所を見出し、卒業生には北海道という厳しい職場環境 なかで学校 名声を挙げてほしいとする短大や教員の姿勢と、それに応える卒業生の活躍とがあいまって、それが米短の校風である 認識されるようになる。学長の長岡弥一郎は昭和三十四年（一九五九）七月の『同窓会誌』七号において次のように指摘 。








相互作用がここに結びつき、卒業生の「北海道での教員としての奮闘と開拓精神」という校風 して客観的に確立 たといえる。そ それは特に地域を限ったものではないのであるが、やはり北海道という遠隔地で現地の教育活動に奮闘 日本の教育に貢献する女性教員というイメージ像と一体化したものであったといえる。　
短大や教員は彼女たちの奮闘が母校の名声を高め、発展の拠り所に
なるとして開拓精神を求めるだけ なく、本名の活動にみられるように北海道への教員就職のため 便宜を図ってきた。しかし彼女たちの奮闘を、発展の拠り所というように表現しても であるとまでは表現することはできなかった。しかし、網走の教育委員会がそれを校風と表 し学長がそれを追認し かたちで校風が確立した いえる。　
その意味では、米短の校風は学生たちの必死の努力がありそれが対








校風となって対外化し認識されたのだが、やがてそのような動向は同窓会の支部設立へとつながってくる。米短の同窓会支部は、最初に東京に、次に北海道の網走に結成されている。前述したように、北海道での同窓会 は北海道教育関係庁側の要望もあり本格化してゆくのだが、そ 前提には遠い北海道の地で孤立分散しながらも助け合って教職にまい進する卒業生たちの相互扶助の精神 存在し いた。　
そして最初期に北海道に同窓会支部が設立されたということそれ自





















への就職を考えていたがそれが十勝平野の大自然であるとは想像もつかなかった 、理想と現実の乖離にとまどいながらも、 「内地の新しい空気を吸い新しい教育を受けた先生…と期待される処は大 く」前向きに教員生活を送って こうとする。 （二四頁）　
北海道だけでなく東日本のさまざまな県に就職して手記を投稿して
いる卒業生もいる。家政科一期生で山形県高畠町の中学校に勤務する卒業生は、高畠に就職できたこ 運が良い 述べ、第一 生は就職してもテスト価値として注目されるとし 一期生 して自覚をもって仕事をしなければならな と述べてい 。 （ 三頁）　
また家政科三期生で福島県南会津郡南郷村の中学校に勤務する卒業
生は雪が降ると「友達 北海道、新潟等で頑張っている…北海道は、十五日頃からラッセルが通ったとか、友達は淋しくないだろうか、いや、毎日がんばっているだろう」と、北海道に就職 た友人を思 出している。 （二五頁）　
昭和三十二年九月の『同窓会誌』五号 は、家政科二期卒業生 専





を内地人にとって外国へでも行く気分であり人生始まって以来の不安であると表現する。 僻地教育にとまどうもののやりがいがあるとし 「毎日の学校生活が楽しい程になってきました」と報告する。一漁村であるがテレビも電気もバスもあり礼文島のくらしも伝えてい 家業の漁師の生活の中で子供を学校に学ばせる親 苦労や風習を理解しながらなんとか学力を向上させよう 努力するなど、北海道の「僻地」で教員として勤務することの現状報告もかねてい 内容となっている。（三〇頁）　
静内郡静内町の中学校に勤務する家政科四期の卒業生は、昆布漁の
漁民の生活の様子に驚くもの 、こ 町の子供たちを教育する以上るべく生活に結び付いた教育の方法 考えたいと「浜の生活」に気を配ってゆこうとする。 （三三頁）　
教員として東日本に散らばっていった卒業生のあいだにおいても、









る。前述したように、昭和三十三年に北海道側から同窓会支部結成の働きかけがあり、また三十四年に網走において校風が対外化し確立したという状況 見てとれ であるが、北海道の卒業生たちのあいだにも今までにない動きがみられるようになる。彼女たちはそれまでは孤軍奮闘という状況で っ のだが この時期に卒業生で北海道に就職した後輩 ちが地域に赴任する なり、卒業生たち あいだで現地での交流や組織化、さらには米短の在学生に教員就職情報を伝える動向がみられるようにな の ある。　
また、手記の掲載が勤務や結婚先の都道府県別に分類され、東京で

































北海道なんて寒くて……といって赴任するのをきらう人があるならそれは間違っ いる。東北の暖房設備の不完全 所よりずっと生活しやすい。 僻地教育の悩みは数多くあるが、 大自然の中に育った北海道の子等の気持は大きい、又僻地の子等程可愛いものだ。現在の教師生活に満足している私は、 こ 土地から離れたくない、今や北海道は私の第二の故郷になりつゝある。 （二三頁）
　
米短の学生が『同窓会誌』に目を通していたのか、またどのように
北海道に教員就職した先輩の情報を得ていたのかはわからない。本名をはじめ短大もいろいろな情報を獲得し通知していた。し し何よりも先輩のこのような現実にそくした情報は後輩たちに安心をあたえ北海道への就職を決断させることに寄与したのではな だろうか。北海道という北 大地への憧れと条件は悪い部分もあるが教員として就職できる 現実的な利益のみでは、さすがにやる気がある学生たちといえどもそう簡単に 渡道を選択 きなかったのではないかと考えるのである。　
校風の対外化とその確立にはこのような卒業生たちの北海道での地
道な頑張り 貢献とがあって実現化したことがわかる。卒業生たち北海 で最初孤立化して活動し いたが、徐々に後輩たちが同一地域内に就職してゆくにつれて、仕事上の会合や日常の余暇を利用して関係を結ぶようになる。とくに網走地方では米短卒業生が少な らず赴任し存在感を示すまでにいたる。仕事上での活動により米短卒業生への評価が高まっており、彼女たちなくしては北海道の僻地教育は成り立たないといっても過言ではないくらい重要な役割を果 していた。北海道側が本名に「同窓会支部を作 、相互の親睦協力 図る うにして貰いたい」と要望した背景には、このような北海道における卒業生たちの教員活動に対する高い評価が存在していたといえる。彼女ちは校風を現実社会 なかでみずから作 上げそれを地域社会に可視化させ認めさせて のである。　
その一方で、同じ北海道道東地区でも根室に赴任した卒業生は「知












絡を密にすることを求め、北海道への教員就職を後押しした。そのような動向は昭和三十三年頃からは同窓会支部の設立による連絡協力体制の確立という動きになってくる。昭和三十三年 本名が北海道・東北の教育関係庁を巡回した際に、北海道側から同窓会誌支部の設立による相互の親睦協力 図るようにしてほしい 要望されたことは前述したが、その後同窓会支部設立の動きが活発化してくる。　
前述したように短大・在校生が意識的に卒業生とつながりをもつ契
機となったのは昭和三十一年の北海道冷害であり、上村は「各般にわたり有機的な結びつきをもつようにしたいのである。これが、一、 二年生大学の学風や伝統を形成してゆく にな である」と理論づけた。校風は確立するだけでなく脈々と後輩たちに受け継がれてゆくことが必要条件となってくる。　
ただ先輩と後輩が一時的につながり校風が一時的に確立しても、そ
れは学校、しかも米短という戦後新制度として設 された短大という
「一、 二年生大学」の発展の原動力としては不十分でそれを継続化させる必要があった。そのための具体的な措置として同窓会支部設立による継続的な先輩後輩のつながり、さらには大学 卒業生のつながりの維持とそれによる校風の確立維持が求め れたといえる。　
そして校風が教員就職、 特に北海道での就職で発現したことをうけ、
教員就職のさらなる強化、特に北海道とのつながりによる就職の強化が背景としてあったといえ 。そ ためには北海道の卒業生教員たちの連絡を密にすると もに短大と連携してゆく必要があったと考えられる。　
具体的に同窓会支部設立の話題 確認できるのは昭和三十四年『同
窓会誌』七号からである。同窓会会長は昭和三十四年度総会で同窓会発足八年目の今年を基礎固め 大飛躍をする時に達したと指摘し、会運営 分掌制・会報の発行・夏期講習会の実施など 新事業を計画 たが、 そのな に支部設立があった。同窓会会長は「東京、北海道の会員の方々から 御要望に答えて支部結成するこ に致 ました。 （中略…布施註）各支部二人～三人でも可、ぜひ作って下さって本会に届出て下さいませ そ がもっとも自然な会の形態であり本会が大盤石のもとに広く発展出来る礎となる 存じます」 指摘する。（九頁）　
上村良作は昭和三十五年の『同窓会誌』八号においてさらに支部設
立の意義を次のように述べている。






ら校風が形成されてくると指摘していたが、その具体的なかたちが同窓会支部の結成であり、卒業生たちの同窓会活動の活発化が校風の定着化を推し進めると考えていた。 今までは短大側は 「つながれ」 とか 「母校と連絡 とれ」とか言っていたのだが、ここにきて同窓会支部という具体的な提案 変化している。　
同窓会や教員が昭和三十四年をさかいとして同窓会を基盤として組
織化を図ろう したのには、 「同窓会ももはや家政科六期生、被服科七期生を迎え、会員数八〇〇名ともなりました。つきまして 、以前より同窓会支部必要の声が高まりつゝありましたので、今年度は の問題を大きく取り上げました」 （ 『同窓会誌』七、 六七頁）と同窓会が指摘するように、設立から数年が ち卒業生 増加し支部設立の準備と気運が高まったことがある。そして各地に散在する卒業生からも支部を設立したいという要望 高まったことがあった。　
そして昭和三十四年八月に東京支部が結成された。次いで北海道支


















海道冷害を契機 して大学や在校生が積極的に北海道に教員就職した卒業生を見出し援助するという動向がみられ、そのような北海道への注目の高さの現れである 指摘できる。さらに具体 指摘すれば
上村良作が述べるように「就職戦線が近県・東京方面から北海道方面へと主軸を転換した時期で」あり「先輩に続けという開拓精神が、その内にひそめられてい 」ことが った。 （ 『さわらび』十六、昭和四十三年九月、七頁）　
教員採用も山形県では昭和三十二年度から試験制となり米短生に
「狭き門もますますとざされてしまう」 （ 『同窓会誌』四、 三二頁）と認識されるとともに、全体的な就職状況も徐々に悪化していた時期でもあった。そのようななか、 本名が昭和三十一年度の教員就職状況を 「北海道に十数名赴任した者を除けば 就職しても多くは期限つき、或いは第二第三の希望職であろう」 （ 『同窓会誌』五、 五頁）と指摘し ように、北海道への教員就職は渡道の決断さえあれば正規就職の最後のよりどころであった。　
このような短大側と学生の北海道への教員就職の意識化と目的化が








かでないが、 この旅行前にすでに「本部から連絡をうけた時は懐しく、連絡のつく限りの会員でお迎えした」という（ 『さわらび』十三、 二二～二三頁） 。前述したように北海道の卒業生のあいだで支部結成の機運が高まっていた時でもあり、支部設立 意思を うけた えで旅行団を迎え るの 具体的な話し合いがもたれたのであろう。　
このような経過のもと、昭和三十五年十一月に北見市において東京
































も大きな変化をみせるようになったといえる。米短の最大の特徴であり強みであった北海道への教員就職も、北海道の教員採用状況や僻地教育の低下などの諸条件の変化から減少して行ったと考えられ、北海道研修旅行 途絶えた。 それまで米短生の最大の就職先であった教員、とくに北海道への就職があてにできなくなったことで、学生は各自が職場開拓する状況となった 、それは以前の開拓精神 か自助努力というよりは、学生個々の個性と社会経済状況にみあった個別的な就職活動という今日的な内容に変化してきたということで ろう。　
米短の就職状況も昭和三十八年時点において（表７） 、栄養士課程
の開設による工場や病院への栄養士就職、生活改良普及員への採用などが増加してい 。昭和四十一年十一月 『さわらび』十四号のなかで米沢市内の病院で栄養士として勤務する卒業生が「女性の職業範囲の伸びてきつつあ 現代」 （一八頁）と表現するように、教員は就職者全体でいまだ五六％と半数以上の割合を示しているものの、北海道頼みの教員一辺倒の状況とは異なる様相を徐々に示すようになる。　
この時期に上村が同窓会に求
める役割もこのような新しい環






風認識が形成されるようになる。北海道に教員就職 先輩を積極的に発見し、 短大と同窓会と在学生が一体となっ 援助活動 行われる。そして援助活動を通じ される先輩後輩の有機的な結びつき 校風を形成する原動力になると期待 た。　
新校舎建設などが行われた五周 記念事業 よっ 学生たちは米短










官公署 57 3% 6%
幼稚園・保育園 55 3% 6%
その他 15 1% 2%












よってであった。初期卒業生のほとんどが教員として就職し とくに北海道に赴任したが、これは教員不足に悩む北海道に行けば正規教員に採用される可能性が高い とが背景にあり彼女たちは意を決して渡道したのであ た。　
当初短大側は教員志望者が多いことにとまどったが、それを米短の
発展の拠り所とみなし積極的に支援するように る。そして で卒業生が教員として奮闘す ことが母校の名声を高め として声援を送るようになる。そのような努力は昭和三十四年の網走地方における米短の「北海道での教員 しての奮闘と開拓精神」という校風の対外的確立となって実をむすぶ。　
米短の校風は学生たちの必死の努力がありそれ 対外的に認められ
たという形で成立した。それが北海道 網走地方 確立した いうことは、米短の校風が女性の教員就職への熱意とそれを地域的に強く必要とした北海道という一九五〇年代 社会状況の特徴のなかで形成され確立したものだと指摘でき 。そして校風の確立が後輩 就職を引き出すという好まし 役割も生み出すようになり、校風の確立 通じて米短の建学の理念と社会 使命 実現可能になったといえる。　
短大側は確立した校風を継続化し具体化する めに大学・在校生徒
と卒業生の結びつきを強めることを意図した。そのための具体策が昭和三十五年十一月 同窓会北海道支部設立 あった 以後同窓会支部づくりは大学とのつながり・在学生の就職支援・校風の発揚の三位一
体を柱としてすすめられていく。　
米短にとって校風をめぐる議論は、開学したばかりの米短が戦後の
混乱がいまだ残る日本の社会経済状況の中、いかに建学の理念と社会的使命を果たして生き延びてゆくのかという模索そのものであった。当時の教員・在学生・卒業生・同窓会における校風を議論し探し求める行為は、米短の進路と実績を確実なものとし社会 なかに米短をしっかりと根付かせようとした彼らの願望と努力の姿であったといえる。その意味において、校風 めぐ 議論とそ 確立化の過程そのものが初期米短を動かした原動力であったのであり、校風はそ 役割十分に果た たといえる。　
米短の校風としての「教員としての奮闘と開拓精神」はとくに地域
を限ったも ではないが、北海道という遠隔地で現地の教育活動 奮闘し日本の教育 貢献する女性教員と うイメージ像 一体化したものであったといえる。その意味で一期生がもってい 米短は歴史も伝統もないと嘆くより開拓精神を身につけ社会に進出するという個性が、厳しい社会状況 なかで必死に生きてゆこう した結果自然 北海道で発現 たともいえる。米短は開学当初自らを「裏日本の文化的に恵まれない女子のために大学 を受ける機会をより多く与え
（７）
」る
大学と自己規定したが、米短の確立それ自体が北海道とい 明治維新以来の日本の「外部性」を通じて達成されたといえ、この問題は今後とも十分に検討してゆく必要が る。現在のわれわれが思い描けないほど、開学当初の米短と北海道は相互に結び付いており、現在ではそのような事実も歴史も渡道女史たちの奮闘の記録とともに忘れ去られようとしている。上村は「北海道に本学 就職 開拓して下さった御
－ 55 －
布施：米沢女子短期大学における校風議論とその形成











助氏御子息）夫人の千喜良淑子氏への聞き取り調査（二〇一五年三月三十一日布施研究室で実施）によると、淑子氏は戦後山形第 高女を卒業後、二年間山形銀行の秘書課で働き そ 後東京の実践女子大学に学び卒業後は助手として大学に残った。助手を退職するにさいして、伊豆諸島の利島の高校 先生から教員の誘いをうけたという。淑子氏はその文章に感激したが利島には行かず、昭和三十年に米沢東高校の教員になった。淑子氏によると当時は遠隔地域の学校では新制大学を卒業した新 先生を欲しがっていたという
（７） 『米沢女子短期大学十年史』四頁
－ 56 －
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